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わ
け
に
は
い
か
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

ど
の
よ
う
な
天
変
地
異
が
起
き
て

も
、
必
ず
朝
が
や
っ
て
く
る
と
信
じ

て
、
環
境
の
変
化
や
制
約
条
件
に
対

し
て
、
柔
軟
な
発
想
と
具
体
的
な
行

動
に
よ
り
新
し
い
時
代
の
構
築
に
努

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
潟
に
お
い
て
も
地
域
経
済
の
活

力
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

か
つ
て
の
勢
い
を
盛
り
返
し
て
い
く

た
め
に
は
お
一
人
お
一
人
が
前
向
き

な
心
持
で
、
各
々
が
で
き
る
こ
と
か

ら
活
動
を
始
め
て
い
く
し
か
道
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
前
に
ス
ペ
イ

ン
風
邪
が
世
界
中
に
流
行
し
、
日
本

に
お
い
て
も
猛
威
を
振
る
い
ま
し
た

が
、
そ
の
時
代
に
お
い
て
も
、
先
人

た
ち
の
努
力
に
よ
り
克
服
し
て
き
た

こ
と
で
現
代
の
繁
栄
に
つ
な
が
っ
て

き
ま
し
た
。

　

青
山
同
窓
会
は
２
０
２
２
年
に
創

立
１
３
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
現
時

点
に
お
き
ま
し
て
、
２
年
後
、
さ
ら

に
は
５
年
、
１０
年
先
の
未
来
を
見
通

す
こ
と
は
容
易
で
な
い
状
況
で
あ
り

ま
す
が
、
明
る
い
未
来
を
も
う
一
度

築
き
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
青
山

同
窓
会
の
面
々
が
、
各
々
の
立
場
で

ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。

お
け
る
経
験
則
に
基
づ
い
て
物
事
を

考
え
未
来
を
描
い
て
い
く
こ
と
は
、

少
々
難
し
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

ご
承
知
の
通
り
、
全
国
に
緊
急
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
な
自
由
な
行
動
様
式
の
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
、
戦
後
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な

事
態
に
至
り
、
本
年
７
月
に
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
同
窓
会
総
会
は
、
同

窓
会
役
員
と
４
月
に
協
議
し
て
、
誠

に
残
念
で
あ
り
ま
す
が
、
中
止
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

人
と
人
の
交
流
に
お
い
て
、
社
会

的
距
離
を
保
持
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
、
特
に
地
域
間
の
移
動
に
つ
い
て

は
し
ば
ら
く
の
間
は
制
約
を
受
け
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
学

び
の
機
会
や
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お

け
る
活
躍
の
場
も
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
個
人
の
自
由
に
任
せ
て
と
い
う

　

青
山
同
窓
会
の
会
員
各
位
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
大
変
な
社
会
情
勢
に

あ
り
な
が
ら
も
、
お
健
や
か
に
お
過

ご
し
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
も
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
最
前

線
で
奮
闘
努
力
さ
れ
て
い
る
同
窓
会

員
を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
医
療
従

事
者
の
皆
様
方
に
深
く
感
謝
の
意
を

表
し
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
人
々
の
生

活
様
式
を
は
じ
め
、
働
き
方
に
も
大

き
な
変
容
を
求
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
未
知
の
感
染
症
と
い
う
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
経
済
体
制
に

 

ご
挨
拶

　
　
　
　
　
青
山
同
窓
会
会
長

敦
井
　
榮
一
（
69
回
）
’61
卒

令
和
２
年
青
山
同
窓
会
総
会
の

中
止
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
青
山
同
窓
会
会
長

敦
井
　
榮
一
（
69
回
）
’61
卒
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敦 井 榮 一

　新型コロナウイルス感染症の状況等により変更もあり得ますが、現時点では下記の通り予定しています。

日　時　令和３年２月 25日（木）　午後６時から　臨時総会　午後６時 30分から　新年会

詳細は次号会報に掲載いたします。

青山同窓会臨時総会並びに令和 3 年新年会のお知らせ（予定）

　

日
頃
は
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

毎
年
７
月
に
開
催
し
て
い
る
青
山

同
窓
会
総
会
に
つ
い
て
、
本
年
は
令

和
２
年
７
月
１０
日
に
開
催
す
べ
く
、

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
終

息
が
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
り
、
感

染
拡
大
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
皆
様
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
４
月
の
役

員
会
に
お
い
て
、
本
年
の
総
会
を
や

む
な
く
中
止
す
る
こ
と
を
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　

青
山
同
窓
会
会
則
に
よ
り
ま
す

と
、
毎
年
１
回
総
会
を
開
き
、
会
務

の
報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
前
年
度

の
決
算
に
つ
い
て
承
認
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
あ
り
ま
す
（
会
則
７

条
、
１２
条
）。

　

そ
こ
で
、
役
員
会
で
協
議
し
た
結

果
、
ま
ず
は
、
①
令
和
元
年
度
の
会

務
報
告
書
、
②
監
事
３
名
の
適
正
意

見
が
付
さ
れ
た
令
和
元
年
度
の
収
支

決
算
書
の
写
し
、
③
令
和
２
年
度
の

収
支
予
算
書
案
を
会
報
に
て
ご
提
示

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
７
月

の
総
会
に
代
わ
る
「
臨
時
総
会
」
を

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）
２
月
２５

日
に
開
催
予
定
の
「
新
年
会
」（
場

所
は
ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒
を
予
定
）

に
合
わ
せ
て
開
催
し
、
前
年
度
の
決

算
等
に
つ
い
て
ご
承
認
を
い
た
だ
く

案
を
考
え
ま
し
た
。
な
お
、
臨
時
総

会
の
開
催
は
現
時
点
で
の
予
定
で
あ

り
、
情
勢
次
第
で
は
変
更
が
あ
り
得

ま
す
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
何
卒
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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第  111  号

令和元年度青山同窓会収支決算書
（自　平成 31 年 ４月１日　　至　令和２年 ３月 31 日）

（単位：円）
科　目 予算額 決算額 差　異 備　　　　　考

入会金収入 727,000 719,600 7,400 １年生　　　１人　800 円× 358 人
２・３年生　１人　600 円× 722 人

会 費 収 入 6,000,000 6,084,110 △ 84,110 同窓会年会費　１口 1,000 円
総 会 収 入 3,000,000 2,292,000 708,000
新年会収入 660,000 702,000 △ 42,000

雑 収 入 1,000 36,578 △ 35,578 校歌・応援歌 CD、校章バッチ代金、
名簿代金、預金利子

収 入 合 計 10,388,000 9,834,288 553,712
総 会 費 3,000,000 2,130,879 869,121
新 年 会 費 660,000 577,000 83,000
人 件 費 1,250,000 1,252,276 △ 2,276 職員１人給料、交通費、社会保険料

通 信 費 1,600,000 1,312,133 287,867 会報、総会案内、各期幹事会案内発
送料金、振替料負担金、電話料金

印 刷 費 500,000 467,577 32,423 封筒、振替用紙、総会案内状、はがき
印刷代

慶 弔 費 100,000 72,669 27,331 慶弔電報、離任職員餞別

広 報 費 1,200,000 1,116,130 83,870 年２回発行会報印刷代、学校案内掲
載広告代、ホームページ契約料

会 議 費 600,000 433,100 166,900

旅 費 450,000 299,260 150,740 東京、東北同窓会総会、県内高校同
窓会長有志懇談会出席旅費

卒業生記念品費 300,000 274,560 25,440

補 助 費 910,000 810,000 100,000
東京同窓会補助 100,000、東北青山同窓
会 100,000、通信制 50,000、クラブ OB
会補助、青陵祭補助、学校行事補助

母校支援費 130,000 136,792 △ 6,792 がんばれ青山寄付 100,000、卒業生連
絡ハガキ、情報保護シール

退職積立預金 100,000 100,000 0

諸 費 250,000 445,854 △ 195,854 光熱水費、校章バッジ 237,600、消耗
品費

予 備 費 2,628,998 0 2,628,998
支 出 合 計 13,678,998 9,428,230 4,250,768
収 支 差 額 △ 3,290,998 406,058 △ 3,697,056
前 期 繰 越 金 3,290,998 3,290,998 0
次 期 繰 越 金 0 3,697,056 △ 3,697,056

令和２年４月６日　上記の通り相違ないことを確認致します。

監事

監事

監事

総 会 審 議 資 料

平成31年
４月４日　同窓会平成30年度会計監査　午後２時より
４月10日　青山同窓会役員会　午後６時30分より
　　　　　　１ 平成30年度会務報告及び決算について
　　　　　　２ 平成31年度会務計画及び予算について
　　　　　　３ ‌�新潟高校創立百二十周年記念事業収支報告

について
　　　　　　４ 平成31年度総会について
　　　　　　５ 役員改選について
　　　　　　６ がんばれ青山について
４月24日　会報編集会議（広報委員会）　午後６時30分より
令和元年
５月９日　総会実行委員会　午後６時30分より
５月24日　各期幹事会　午後６時30分より
　　　　　　１ 本年度総会について実行委員会案承認
６月21日　東京青山同窓会総会・新人歓迎会
　　　　　日本プレスセンタービル「アラスカ」
　　　　　　講演　大越健介（88）「未来」
　　　　　　新潟より　敦井会長、渡邉副会長、市川校長、
　　　　　　　　　　　‌�旧３年担任押木先生、長谷川先生、

近藤先生出席
７月12日　青山同窓会報　第109号発行
７月12日　令和元年青山同窓会総会
　　　　　ANAクラウンプラザホテル新潟
　　　　　　午後６時より総会　６時30分より懇親会

　　　　　　会費　一般 6,000円　　123～127回 3,000円
　　　　　　出席者　383名
　　　　　　議　事　１ ‌�平成30年度会務報告及び決算につ

いて� 原案通り承認
　　　　　　　　　　２ ‌�令和元年度会務計画及び予算につ

いて� 原案通り承認
　　　　　　　　　　３ ‌�役員改選について� 原案通り承認
　　　　　　報　告　１ ‌�新潟高校創立百二十周年記念事業

収支報告について
　　　　　　　　　　２ がんばれ青山会計報告について
８月19日　臨時役員会　午後５時30分より
８月19日　総会実行委員会反省会　午後６時30分より
９月７日　東北青山同窓会総会
　　　　　江陽グランドホテル　午後４時より
　　　　　　講演　坂井秀弥（80）
　　　　　　「奈良への憧れから新潟の歴史発見へ」
　　　　　　新潟より　敦井会長、吉田幹事長出席
９月25日　会報編集会議（広報委員会）　午後６時30分より
令和２年
１月１日　青山同窓会報　第110号発行
２月14日　四役会議　午後５時より
２月14日　青山同窓会新年会　
　　　　　ホテルイタリア軒　午後６時30分より
　　　　　　会費　一般 6,000円　　123～127回 3,000円
　　　　　　出席者　117名

令和元年度青山同窓会会務報告

令和２年度青山同窓会会務計画（案）
令和３年　２月 25 日（木）　臨時総会・新年会

令和２年度青山同窓会収支予算書（案）
（自　令和２年４月１日　　至　令和３年３月 31 日）

（単位：円）
科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減 備　　　　　考

入会金収入 720,000 727,000 △ 7,000 １年生　　　１人　800 円× 366 人
２・３年生　１人　600 円× 712 人

会 費 収 入 6,000,000 6,000,000 0 同窓会年会費　１口 1,000 円
総 会 収 入 0 3,000,000 △ 3,000,000
新年会収入 1,200,000 660,000 540,000 １人　6,000 円× 200 人
雑 収 入 1,000 1,000 0 預金利子

収 入 合 計 7,921,000 10,388,000 △ 2,467,000
総 会 費 0 3,000,000 △ 3,000,000
新 年 会 費 1,200,000 660,000 540,000
人 件 費 1,250,000 1,250,000 0 職員１人給料、交通費、社会保険料

通 信 費 1,600,000 1,600,000 0 会報発送、総会、役員会案内郵便料金、
振替料負担金、電話料金

印 刷 費 500,000 500,000 0 封筒、振替用紙、案内状印刷代、デー
タメンテナンス代

慶 弔 費 100,000 100,000 0 慶弔電報、香華料、離任職員餞別

広 報 費 1,200,000 1,200,000 0 年２回発行会報印刷代、学校案内掲
載広告代、ホームページ契約料

会 議 費 600,000 600,000 0

旅 費 450,000 450,000 0 東京、関西、東北同窓会総会、県内
高校同窓会長有志懇談会出席旅費

卒業生記念品費 300,000 300,000 0

補 助 費 910,000 910,000 0

東京同窓会補助 100,000、関西同窓会
補助 100,000、東北同窓会補助 100,000、
通信制部会補助 50,000、クラブ OB
会補助、青陵祭補助、学校行事補助

母校支援費 130,000 130,000 0 がんばれ青山寄付、卒業生連絡はがき代
退職積立預金 100,000 100,000 0
諸 費 250,000 250,000 0 光熱水費、消耗品費
予 備 費 3,028,056 2,628,998 399,058

支 出 合 計 11,618,056 13,678,998 △ 2,060,942
収 支 差 額 △ 3,697,056 △ 3,290,998 △ 406,058
前 期 繰 越 金 3,697,056 3,290,998 406,058 前年度繰越金
次 期 繰 越 金 0 0 0
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が ん ば れ 青 山　～応援募金についてご案内～

　日頃は同窓会活動にご理解・ご協力を賜りありがとうございます。
　全国大会へ出場し活躍を続ける現役生を支援するため、募金口座を開設しました。引き続き、「がんばれ青山」へのご支
援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

■郵便振替口座
　　00510-4-52617　がんばれ青山
■第四銀行　
　　本店営業部　普通口座　5054323　がんばれ青山
○お取引明細表が領収証となります。
○お名前に併せて卒回もご記入ください。
　・‌�第四銀行様ATM画面では「御依頼人指定」にて操作できます。
　・‌�ゆうちょ銀行様ATM画面では金額入力後の「ご確認ください」
の画面で操作できます。「口座名義で送金します」で「いいえ」
を選び、手入力で下記のようにご入力をお願いします。

　・‌�ご自身のお名前の前に卒回の数字のみを入力ください。
　　（カイソツ、ネンカイ等の文字は必要ありません。）
　　例）全日制の方の場合　　00アオヤマタロウ　　
　　　　通信制の方の場合　　ツ00アオヤマケンジ

がんばれ青山収支報告
（自　平成 31 年４月１日　　至　令和２年３月 31 日）

（単位：円）
科　目 決算額 主な内訳

寄 附 金 1,316,600
雑 収 入 11
収 入 合 計 1,316,611
支 援 費 204,000 贈呈金（4,000 円×生徒 51 人）
支 出 合 計 204,000
収 支 差 額 1,112,611

前 期 繰 越 金 1,103,000
次 期 繰 越 金 2,215,611

令和２年２月14日（金）に青山同窓会新年会におきまし
て贈呈式を行い、新潟高校へ204,000円を贈呈したことを
ご報告します。

新潟県立新潟高等学校創立百二十周年記念事業収支報告 
（自　平成 31 年４月１日　　至　令和２年３月 31 日） （単位：円）

科　　　目 決算額 主な内訳
雑収入 22 預金利子

収 入 合 計 22
備品費 750,384 エプソンデータプロジェクター用リモコン 5 本、スクリーン修理 9 本、工賃一式、デスクトップ PC、メモリ、

一太郎、セットアップ・データ移行費
支 出 合 計 750,384
収 支 差 額 △ 750,362
前期繰越金 2,978,133
次期繰越金 2,227,771

　

令
和
2
年
2
月
１４
日
（
金
）、
一

足
早
い
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
ほ
ど
の

あ
た
た
か
さ
の
中
、
青
山
同
窓
会
新

年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
と
い
う
こ
と
で
、

会
場
の
イ
タ
リ
ア
軒
様
か
ら
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
の
差
し
入
れ
も
あ
り
、
あ
ち

こ
ち
か
ら
喜
び
の
声
が
聞
こ
え
ま

し
た
。

　

石
原
基
規
さ
ん
（
８８
回
）
の
司
会

に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
新
年
会
、
ま

ず
は
同
窓
会
長
敦
井
榮
一
さ
ん
（
６９

回
）
よ
り
ご
挨
拶
。
新
年
の
挨
拶
に

始
ま
り
、
創
立
１
３
０
周
年
記
念
式

典
の
日
程
が
２
０
２
２
年
１０
月
１５
日

に
決
ま
っ
た
こ
と
も
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
市
川
亮
校
長
か
ら
は
、
受
験
や

部
活
動
等
、
学
校
の
近
況
を
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
が

ん
ば
れ
青
山
」
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
部
活
動

に
励
む
在
校
生
の

皆
さ
ん
へ
、
先
輩

方
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
激
励
金
を
、
敦

井
会
長
が
代
表
し

て
市
川
校
長
へ
贈

呈
い
た
し
ま
し
た
。

文
武
両
道
を
体
現

し
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
む
青
陵
健

児
た
ち
の
、
更
な

る
活
躍
に
期
待

で
す
。

　

円
卓
に
並
ぶ
料
理
を
前
に
、
お
待

ち
か
ね
の
乾
杯
へ
。
副
会
長
吉
田
至

夫
さ
ん
（
７９
回
）
か
ら
、
１
３
０
周

年
記
念
式
典
に
向
け
て
の
あ
た
た
か

い
サ
ポ
ー
ト
の
お
願
い
と
と
も
に
、

乾
杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
テ
ー
ブ
ル
で
話
が
弾
む
中
、
品

田
泰
さ
ん
（
１０１
回
）
よ
り
、「
青
山

ゴ
ル
フ
会
」
の
ご
案
内
、
腕
に
覚
え

の
あ
る
方
、
ご
興
味
の
あ
る
方
へ
の

参
加
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

恒
例
の
丈
夫
斉
唱
で
は
、
品
田
さ

ん
の
指
揮
の
も
と
１００
回
以
降
の
卒
業

生
が
登
壇
し
、
お
な
じ
み
の
振
り
と

と
も
に
大
き
な
声
で
歌
っ
て
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
副
会
長
渡
邉
毅

さ
ん
（
８５
回
）
の
中
締
め
で
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
令
和
初
の
新
年

会
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

私
自
身
も
2
年
ぶ
り
の
参
加
で
、

始
ま
る
前
は
少
し
不
安
で
し
た
が
、

テ
ー
ブ
ル
に
着
く
と
年
齢
や
職
業
の

枠
を
超
え
て
、
話
に
花
が
咲
き
ま
し

た
。
会
の
最
後
に
、
同
期
だ
と
い
う

先
輩
方
が
壇
上
で
記
念
写
真
を
撮
っ

て
い
る
の
を
見
て
、
卒
業
し
て
何
年

経
っ
て
も
、
こ
う
し
た
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
た
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

お
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
世
代

を
超
え
て
語
り
合
う
良
い
機
会
で

す
。
ぜ
ひ
皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

令
和
2
年

青
山
同
窓
会
新
年
会
報
告

北
見
　
直
子
（
115
回
）
’07
卒
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同窓会費納入についてのお願い

周年事業記念品についてのご案内
　同窓会室に残存している過去の周年事業記念品を無料にてお譲りします。ご希望の方は事務局までお申し込みくださ
い。なお、今年度４月の役員会において、お申し込み締め切り後に残った記念品は廃棄することにいたしました。
お申し込み方法
・‌�ご希望の記念品名、卒回、氏名、郵便番号、住所、日中ご連絡可能な電話番号をご記入の上、下記の

送料分の切手を同封して事務局までご郵送ください。郵送にてお送りいたします。先着順とします。
・‌�同窓会室まで直接受け取りにおいでいただくことも可能です。留守になることもありますので、必ず、事

前にメールまたは電話連絡にて、事務局とお渡しの日程調整を行ってください。来校にてのお渡し期間
は令和２年９月１日（火）から11月６日（金）までを予定していますが、新型コロナウイルス感染症の状況に
よっては来校をご遠慮いただくこともあり得ます。皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、何卒、ご理解、
ご協力を賜りたくお願い申し上げます。

・締め切りは令和２年10月30日（金）とさせていただきます。
・ご不明な点は事務局までお問い合わせください。

　振込手数料ご負担につきまして、皆様からご理
解、ご協力をいただき深く感謝申し上げます。令
和２年４月に一部、振込手数料の変更がありまし
た。改めて納入方法をご案内いたします。

年 会 費

１口　1,000円
できるだけ２口以上でお願いいたします。

納入方法

１．郵便振替口座
00650-7-4455　青山同窓会
・郵便振替の受領証が年会費領収証となります。

２．銀行口座
第四銀行　白山支店
普通　5008609　青山同窓会年会費
・お取引明細表が年会費領収証となります。

■�各振込手数料は下記のとおりです。（令和２年４月現在）
（ゆうちょ銀行は５万円、第四銀行・北越銀行は３万円未満の手数料です）

・ゆうちょ銀行口座をお持ちの方
　ネットバンキング月５回無料
　‌�ATM回数にかかわらず100円（ATMで振込用紙を

使用されますと152円となりますので、使用しない
でください。）

・ゆうちょ銀行　ATM 152円　　窓口 203円
・第四銀行及び北越銀行　ATM 110円
・第四銀行（白山支店）窓口 220円
・第四銀行（白山支店以外）及び北越銀行　窓口 330円
・北越銀行には口座がございません。

■ATMでお振込みをされる方へ
・‌�お名前に併せて卒回もご記入ください。卒回は数字

のみを入力ください。（カイソツ、ネンカイ等の文
字は必要ありません。）

	 	ご自身の卒回　ご自身のお名前

　例）全日制の方の場合　　00アオヤマタロウ
　　　通信制の方の場合　　ツ00アオヤマケンジ
・‌�第四銀行様ATM画面では「御依頼人指定」にて操

作できます。
・‌�ゆうちょ銀行様ATM画面では金額入力後の「ご確

認ください」の画面で操作できます。「口座名義で
送金します」で「いいえ」を選び、手入力で上記の
ようにご入力をお願いします。

卒回の見分け方

951-8127
新潟県新潟市中央区関屋下川原町２-635
新潟県立新潟高等学校内

青山　太郎
　　　（001234）

00 -000- 0000000
①   ②　   ③ 　

　卒回は宛名シールまたは年会費振込用紙の右下 12
桁ナンバーの左からの３から５つ目まで「－（ハイフ
ン）」で仕切ってある３桁になります。

①区分
　（旧制中学 00　新制高校全日制 01　通信制 21）
②卒業回数
③個人ナンバー

ここ

１個のみをお申し込みの場合
記念品名 同封いただく切手の料金 残存数

創立 120 周年記念式典 DVD
　神林恒道氏記念講演会
　石丸由香氏パイプオルガン演奏会 収録

切手 210 円分 75 部

110 周年記念　校歌手ぬぐい 切手 140 円分 90 枚
100 周年記念　ネクタイ（校章柄） 切手 220 円分 42 本

セットでお申し込みの場合
セット内容 同封いただく切手の料金

３点セット
　（120 周年 DVD・手ぬぐい・ネクタイ） 切手 350 円分

２点セット（120 周年 DVD・手ぬぐい） 切手 350 円分
２点セット（120 周年 DVD・ネクタイ） 切手 350 円分
２点セット（手ぬぐい・ネクタイ） 切手 300 円分
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新潟高校創立130周年のお知らせ

　新潟高校は令和４年に創立130周年を迎えます。
　記念式典並びに祝賀会を令和４年10月15日（土）に予定しております。
　周年行事につきましては会報、ホームページ等を通して順次ご案内します。
　創立120周年記念事業に引き続き、皆様のご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

令
和
元
年
度
・
東
京
青
山
同
窓

会
（
ま
す
ら
お
会
）
報
告

　
　
　
　
工
藤
　
義
夫
（
74
回
）　
　
　
’66
卒

　

秋
恒
例
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
同
窓
会

“
ま
す
ら
お
会
”
は
４
年
目
で
令
和

初
。
昨
年
１１
月
３０
日
（
土
）
夕
べ
、

有
楽
町
の
居
酒
屋
「
番
屋
」
に
１８
歳

～
８０
歳
ま
で
老
～
青
・
男
女
３５
人
余

が
集
う
。
６
月
の
総
会
＆
新
人
歓
迎

会
と
は
別
に
秋
は
く
つ
ろ
ぎ
の
場
で

も
あ
り
、
総
会
に
来
れ
な
か
っ
た
人

に
も
出
会
え
る
。

　

佐
藤
信
秋
会
長
も
冒
頭
挨
拶
に
見

え
、
ダ
ブ
ル
司
会
の
９０
回
・
森
豊
君

と
１２２
回
・
田
中
麟
太
朗
君
と
で
今
回

は
初
参
加
者
や
学
生
等
か
ら
の
自
己

紹
介
も
。
長
老
の
６５
回
・
山
本
和
親

氏
の
乾
杯
で
３
時
間
の
在
京
青
山
会

が
賑
わ
し
く
ス
タ
ー
ト
。

　

田
中
麟
太
朗
君
は
今
春
か
ら
日
本

プ
ロ
野
球
機
構
に
就
職
、
新
人
の
１２７

回
・
渡
邊
眞
子
さ
ん
（
上
智
大
）、

１２５
回
・
長
谷
川
健
君
（
東
大
３
年
）、

１２２
回
・
今
春
か
ら
新
潟
市
民
病
院
で

研
修
の
加
藤
爾
君
（
東
大
医
６
年
）、

１１３
回
・
内
藤
美
沙
紀
さ
ん
＆
佐
藤
友

恵
さ
ん
（
新
潟
か
ら
参
加
）、
初
参

加
の
１０５
回
・
星
野
洋
昭
君
、
み
な
、

そ
れ
ぞ
れ
“
い
ま
”
を
話
し
て
く

れ
た
。

　

ま
た
、
一
次
会
終
宴
間
際
か
ら
参

加
の
１０５
回
・
成
澤
良
君
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

は
職
場
に
１１７
回
・
白
井
綾
乃
さ
ん
も

い
る
由
と
、
随
所
に
青
山
人
の
存
在

を
知
る
。
か
く
し
て
ワ
イ
ワ
イ
が
や

が
や
飲
み
放
題
で
食
し
語
ら
い
３
時

間
は
早
や
過
ぎ
行
く
。

　

一
転
、
威
勢
よ
く
校
歌
・
応
援
歌

の
出
番
と
い
う
も
の
だ
。
春
の
同
窓

会
で
“
に
わ
か
応
援
団
長
”
に
指
名

さ
れ
た
１２５
回
・
長
谷
川
健
君
の
音
頭

で
会
場
の
外
ま
で
歌
声
が
響
き
わ
た

る
。
み
な
、
そ
れ
ぞ
れ
に
上
京
し
て

か
ら
何
（
十
）
年
が
過
ぎ
、
故
郷
新

潟
へ
の
想
い
を
忍
ば
せ
つ
つ
、
い
つ

し
か
在
京
の
身
に
浸
り
切
り
、
激
変

す
る
首
都
圏
を
し
ぶ
と
く
生
き
抜
い

た
顔
が
あ
る
。

　

集
合
写
真
を
得
て
漸
く
に
一
次
会

散
会
。
引
き
続
き
近
く
の
東
京

フ
ォ
ー
ラ
ム
地
下
の
Ｂ
Ａ
Ｒ
で
二
次

会
。
十
数
名
が
遅
く
ま
で
ワ
ン
テ
ー

ブ
ル
（
ワ
ン
チ
ー
ム
？
）
で
お
喋
り
。

仕
事
で
出
遅
れ
の
１２０
回
・
宮
本
真
理

子
さ
ん
は
先
ず
は
食
か
ら
。
気
付
け

ば
２２
時
、
師
走
前
の
風
が
心
地
よ
い
。

後
記
：
令
和
２
年
総
会
歓
迎
会
か

ら
は
新
た
に
卒
回
毎
主
催
方
式
を
ス

タ
ー
ト
、
先
陣
は
９０
回
の
予
定
だ
っ

た
が
新
型
ウ
イ
ル
ス
で
秋
以
降
延
期

へ
。
令
和
２
年
は
波
乱
の
予
感
。

各　

地　

青　

山　

同　

窓　

会

東北青山同窓会 第10回総会
　例年秋口に開催しておりますが、
現時点で日時、会場等は未定です。
　詳細は、決まりましたらフェ
イスブックグループページ、ダ
イレクトメール等でお知らせい
たします。

青山同窓会通信制恩師を囲む会　延期のお知らせ
令和２年度開催予定でしたが、感染症対応として来年度に延期します。

現時点での予定は以下の通りです。
日時：令和３年６月20日（日）12時～
会場：新潟東映ホテル　新潟市中央区弁天2-1-6　TEL 025-244-7101
会費：6,000円
問い合わせ：中村 090-4076-8987　笹川 090-6272-7939
　　　　　　岡田 080-5450-5493

卒業アルバム寄贈のお願い
会長　敦井　榮一

　下記の学年及び旧制中学の卒業アルバムをお持ちの方
は同窓会にご寄贈を検討ください。
49回、50回、51回、52回、53回、54回、57回、64回、69回、
71回、85回、95回、98回、99回、100回、101回
　ご寄贈いただける方は、青山同窓会事務局まで連絡お
願いします。

TEL/FAX　025-266-5268
メール　niigata_aoyama@yahoo.co.jp

★ 青山同窓会の書籍等のご案内 ★
　新潟高校 120 周年までの歴史を編纂した書籍や
校歌・応援歌を収録したCD等をご希望の同窓会員
にお分けしております。事務局までご連絡ください。
『青山百二十年史』書籍（CD-ROM付き）� 10,000円
『青山同窓会　百二十周年名簿』� 5,000円
校歌・応援歌CD� 1,000円
※すべて送料込み、料金振込手数料別途
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京
都
東
大
寺
な
ど
な
ど
に
會
津
氏
の

歌
碑
を
建
立
す
る
と
い
う
大
事
業
を

次
々
に
成
功
さ
せ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

記
念
館
と
秋
艸
会
の
協
力
あ
っ
て
の

事
業
と
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　

個
人
的
に
は
同
じ
く
日
報
社
に
お

勤
め
で
あ
っ
た
奥
様
小
木
ミ
サ
オ
さ

ん
と
よ
く
ご
一
緒
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
が
、
ご
夫
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
後

子
供
さ
ん
も
お
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
少
し
寂
し
く
な
ら
れ
た
の

だ
ろ
う
と
想
像
し
て
お
り
ま
し
た
。

で
も
９０
歳
過
ぎ
ま
で
お
元
気
に
ゴ
ル

フ
の
会
に
も
参
加
し
、
プ
レ
イ
後
の

飲
み
会
も
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

趣
味
に
し
て
お
ら
れ
た
、
歌
謡
曲
の

思
い
出
の
本
を
ま
と
め
ら
れ
、
奥
様

へ
の
感
謝
の
著
作
で
も
あ
る
か
の
よ

う
に
思
い
出
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
か
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

　

令
和
元
年
１２
月
１７
日
第
２
代
秋
艸

会
会
長
上
村
光
司
氏
の
ご
逝
去
が
報

じ
ら
れ
、
つ
い
に
来
る
べ
き
も
の
が

来
て
し
ま
っ
た
と
感
慨
深
く
記
事
を

拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
７
年
か

ら
平
成
１５
年
ま
で
８
年
に
わ
た
り
青

山
同
窓
会
長
を
お
務
め
頂
き
ま
し
た
。

９４
歳
で
あ
ら
れ
ま
し
た
の
で
年

齢
と
し
て
は
十
分
に
生
涯
を
過
ご
さ

れ
た
こ
と
と
ご
本
人
も
覚
悟
を
し
て

お
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

生
粋
の
新
潟
っ
子
、
古
町
に
生
ま

れ
大
畑
小
学
校
か
ら
新
潟
中
学
へ
進

ま
れ
、
青
山
５０
回
卒
の
大
先
輩
で
あ

り
、
さ
ら
に
一
高
、
東
大
へ
と
進
ま

元
青
山
同
窓
会
長　

上
村
光
司
氏
を
偲
ぶ

長
谷
川
　
義
明
（
61
回
）
’53
卒

追　

悼　

文

れ
た
秀
才
で
あ
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和

２１
年
に
新
潟
日
報
社
に
入
社
さ
れ

て
、「
夕
刊
ニ
イ
ガ
タ
」
社
で
は
青

山
７
回
卒
大
先
輩
の
會
津
八
一
社
長

の
下
で
働
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

伺
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
か
ら
３
年
間
新
潟
日
報

社
社
長
も
お
務
め
に
な
ら
れ
ま
し
た

が
、
丁
度
「
新
潟
市
民
芸
術
文
化
会

館
」
の
競
技
設
計
が
行
わ
れ
、
審
査

委
員
を
お
引
き
受
け
頂
い
た
こ
と
も

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

社
長
ご
退
任
後
も
平
成
１６
年
か
ら

は
會
津
八
一
記
念
館
の
支
持
団
体
で

も
あ
る
「
秋
艸
会
」
の
会
長
と
し
て

大
変
多
く
の
歌
碑
建
立
を
手
掛
け
ら

れ
る
な
ど
最
後
ま
で
ご
活
躍
い
た
だ

き
ま
し
た
。
丁
度
會
津
記
念
館
の
館

長
に
同
じ
く
青
山
同
窓
の
神
林
恒
道

氏
（
６５
回
卒
、
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）

を
迎
え
、
彼
の
尽
力
も
あ
っ
て
興
福

寺
、
東
大
寺
、
法
隆
寺
、
中
宮
寺
、

元
青
山
同
窓
会
会
長
の
上
村
光
司
様
（
５０
回
）
が
、
令
和
元
年
１２
月

１７
日
に
御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
御
生
前
の
御
厚
情
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
謹
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃　
　

報
2007 年７月 13日総会にて

　

令
和
２
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
本
間
拓
男
と
申
し
ま

す
。
微
力
な
が
ら
精
一
杯
務
め
さ
せ

て
頂
く
所
存
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
新
潟
高
校
に
入
学
し
た
生

徒
た
ち
が
直
面
す
る
最
初
の
試
練
と

い
え
ば
、
応
援
歌
練
習
で
す
。
ま
だ

新
し
い
環
境
に
慣
れ
て
い
な
い
４
月

の
初
め
に
そ
の
試
練
が
訪
れ
ま
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
３０
数
年
前
、
教
室
の

入
り
口
を
蹴
る
よ
う
に
し
て
入
っ
て

部
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
伝
統

的
な
応
援
歌
練
習
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
子

供
た
ち
の
安
全
・
安
心
を
第
一
に
考

え
な
が
ら
、
子
供
た
ち
と
一
緒
に
こ

の
世
界
規
模
の
厄
災
を
乗
り
越
え
、

子
供
た
ち
が
柔
軟
な
思
考
力
を
も
っ

き
た
３
年
生
の
鬼
の
よ
う
な
迫
力
に

圧
倒
さ
れ
な
が
ら
、
目
の
前
で

「
ち
ぃ
っ
せ
え
！
！
」
と
怒
鳴
ら
れ

な
い
よ
う
、
必
死
に
な
っ
て
応
援
歌

を
覚
え
、
大
声
を
張
り
上
げ
た
も
の

で
す
。
こ
れ
が
数
日
間
続
く
わ
け
で

す
か
ら
、
新
入
生
に
と
っ
て
は
た
ま
っ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

は
「
丈
夫
精
神
」
を
涵
養
す
る
初
め

の
一
歩
で
あ
り
、
新
潟
高
校
に
と
っ

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
伝
統
的
活
動

の
一
つ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
県
内
の
県
立
学
校
は
臨
時
休
業

と
な
り
、
新
潟
高
校
に
お
い
て
も
昨

年
度
末
か
ら
の
行
事
や
活
動
の
中
止

又
は
実
施
方
法
の
大
幅
な
見
直
し
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
子
供

た
ち
の
日
常
的
な
学
校
で
の
学
習
や

て
時
代
を
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を

養
え
る
よ
う
学
校
と
協
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
例
年
に
も

増
し
た
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
あ
い
さ
つ

本
間
　
拓
男
（
96
回
）
’88
卒

特　

別　

寄　

稿

順
道
制
勝

新
潟
高
校
教
諭
　
吉
田
　
理
矢
子
（
110
回
）
’02
卒

他
人
と
技
を
闘
わ
し
て
楽
し
む
こ
と
、

そ
し
て
相
手
の
技
や
精
神
、
態
度
を

学
び
、
人
格
の
形
成
を
は
か
り
、
社

会
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

私
は
中
高
と
専
門
的
に
技
術
を
教

え
て
も
ら
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
出
来

ず
「
負
け
る
か
も
し
れ
な
い
」
そ
の

考
え
が
常
に
ス
ト
レ
ス
で
逃
げ
た
い

と
思
う
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
。
し
か

し
、
新
潟
高
校
で
一
緒
に
練
習
し
た

仲
間
や
必
死
に
練
習
場
所
を
探
し
て

く
れ
た
顧
問
の
先
生
、
支
援
を
し
て

く
だ
さ
る
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
支
え
て
い

た
だ
き
、
全
国
大
会
で
入
賞
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
一
人
で
東
京
へ
出
稽

古
に
行
き
、
実
業
団
の
練
習
に
交
じ

り
、
全
国
ト
ッ
プ
校
の
寮
に
泊
め
て

も
ら
っ
た
。
親
元
を
離
れ
て
生
活
す

る
彼
女
た
ち
の
食
事
は
自
炊
で
あ

り
、
様
々
な
刺
激
を
受
け
た
。
そ
の

　

あ
る
学
校
に
ず
っ
と
勝
て
ず
に
い

た
生
真
面
目
な
柔
道
部
員
が
い
た
。

そ
の
生
徒
が
最
後
の
公
式
試
合
で
初

め
て
勝
っ
た
時
、「
勝
っ
た
こ
と
」

で
は
な
く
、「
試
合
で
投
げ
た
時
の

感
覚
を
味
わ
う
こ
と
」
が
で
き
て
嬉

し
か
っ
た
と
言
っ
た
。
普
段
、
目
の

前
の
勝
負
に
気
を
取
ら
れ
す
ぎ
て
い

る
こ
と
に
、
気
づ
か
さ
れ
た
瞬
間
で

あ
っ
た
。

　

勤
務
校
で
あ
る
新
潟
高
校
の
柔
道

場
に
古
く
か
ら
掲
げ
ら
れ
て
い
る「
順

道
制
勝
」
の
真
意
は
知
っ
て
の
通
り

だ
が
、
柔
道
は
勝
負
の
修
行
で
あ
る

と
同
時
に
、
身
体
の
鍛
練
法
、
そ
し

て
知
徳
の
修
養
法
で
も
あ
る
こ
と
が

こ
の
言
葉
の
背
景
に
隠
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
柔
道
に
と
っ
て
勝
負
は
従
た

る
目
的
で
あ
り
、
主
た
る
目
的
は
柔

道
を
通
し
て
自
分
の
実
力
を
磨
き
、
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未
来
に
向
け
て
の
地
元
貢
献

吉
野
　
一
男
（
通
39
回
）
’97
卒

後
に
専
門
の
先
生
が
赴
任
さ
れ
、
改

め
て
理
に
か
な
っ
た
柔
道
の
楽
し
さ

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
大
学
で
柔
道

を
も
っ
と
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と

　

私
は
平
成
９
年
に
通
信
制
を
卒
業

し
、
長
岡
市
旧
中
之
島
町
で
農
業
と

会
社
勤
め
を
し
な
が
ら
、
地
元
に
貢

献
を
し
た
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
地
元
で
は
公
共
交
通
機
関
で

あ
る
バ
ス
の
便
が
悪
く
、
以
前
は
町

内
を
通
る
路
線
バ
ス
は
日
に
三
本
程

し
か
通
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
平

成
２７
年
森
前
長
岡
市
長
に
、
長
岡
―

分
水
線
の
路
線
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て
、
軒
数
の
少
な
い
地
域
の
廃
線
を

含
む
経
由
地
の
変
更
な
ど
、
運
行
会

は
、
人
生
の
転
機
だ
っ
た
に
違
い

な
い
。

　

現
在
母
校
の
教
員
と
な
り
、
様
々

な
生
徒
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ば

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

壁
に
ぶ
つ
か
り
、
生
徒
と
共
に
乗
り

越
え
て
い
く
。
そ
れ
が
楽
し
く
、
面

白
い
。
そ
の
面
白
さ
を
与
え
て
く
れ

る
教
員
と
い
う
仕
事
、
柔
道
に
出

会
っ
た
こ
と
が
幸
せ
な
の
だ
ろ
う
。

　

今
、
先
が
見
え
ず
不
安
な
こ
と
が

多
い
中
、
自
分
に
何
が
出
来
る
の
か

を
考
え
る
こ
と
、
そ
し
て
人
と
の
出

会
い
で
得
る
も
の
を
逃
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
、
そ
れ
を
生
徒
に
伝
え
る

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
教
壇
に
立
ち
、

そ
し
て
生
徒
か
ら
、
私
も
大
き
な
も

の
を
学
ん
で
い
く
の
だ
。

社
へ
交
渉
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
手

紙
を
郵
送
し
ま
し
た
。
不
利
益
が
生

ず
る
地
域
の
意
向
を
確
認
し
た
上
で

町
内
会
と
し
て
要
望
し
て
ほ
し
い
、

と
運
行
会
社
の
回
答
が
記
載
さ
れ
た

前
市
長
か
ら
の
返
事
が
あ
り
、
地
元
・

沿
線
町
内
会
、
関
係
者
な
ど
と
協
議

を
重
ね
ま
し
た
。
平
成
２９
年
の
会
報

に
同
窓
会
報
告
で
こ
の
件
に
触
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
３
年
半
の

長
い
時
間
を
か
け
昨
年
４
月
、
ダ
イ

ヤ
改
正
が
遂
に
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

目
標
に
向
か
い
夢
を
実
現
す
る
に
は
、

努
力
だ
け
で
な
く
最
後
ま
で
諦
め
な

い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
実
感
し
ま

し
た
。

　

令
和
元
年
６
月
に
は
磯
田
現
長
岡

市
長
に
新
た
に
要
望
の
手
紙
を
郵
送

し
ま
し
た
。
長
岡
―
分
水
路
線
と
見

附
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
が
接
続
可

能
な
見
附
市
今
町
の
「
パ
テ
ィ
オ
新

潟
」
を
通
る
経
路
や
、
廃
線
が
あ
っ

た
地
域
住
民
に
便
が
良
い
バ
ス
停
新

設
、
混
雑
時
間
帯
に
合
わ
せ
た
ダ
イ

ヤ
調
整
、
駅
前
か
ら
の
最
終
バ
ス
増

発
、
免
許
を
返
納
さ
れ
た
高
齢
者
に

と
っ
て
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

を
含
む
公
共
交
通
機
関
の
一
層
の
充

実
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の

内
容
で
す
。
ま
た
多
発
す
る
飲
酒
運

転
や
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通

事
故
に
つ
い
て
、
行
政
指
導
や
講
習

の
充
実
、
ビ
ラ
や
ポ
ス
タ
ー
啓
発
、

飲
酒
機
会
に
バ
ス
利
用
を
促
進
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
な
ど
も
提
案
し

ま
し
た
。
公
共
交
通
は
地
域
住
民
の

ふ
れ
あ
い
の
機
会
に
も
な
り
、
そ
の

充
実
と
交
通
事
故
防
止
は
と
も
に
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
な
り
え
ま

す
。
こ
の
手
紙
に
対
し
て
も
、
全
て

に
応
え
る
こ
と
は
難
し
い
が
市
政
に

つ
い
て
気
付
く
点
は
ま
た
意
見
を
寄

せ
て
ほ
し
い
と
市
長
か
ら
返
事
が
あ

り
ま
し
た
。

　

努
力
と
諦
め
な
い
こ
と
で
通
信
制

卒
業
を
実
現
し
た
経
験
を
活
か
し
、

今
後
も
地
域
の
未
来
の
た
め
、
明
る

い
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ゆ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

Ｏ　

Ｂ　

会　

報　

告

剣
道
部
Ｏ
Ｂ
会　

令
和
元
年
度
の
活
動
報
告

青
山
剣
友
会
　
事
務
局
代
表

　
滝
沢
　
俊
一
（
104
回
）　
　
　
’96
卒

（
１０３
回
）
か
ら
監
査
報
告
が
あ
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
続
く
任
期
満
了
に

よ
る
役
員
改
選
で
は
、
引
き
続
き
会

計
監
査
に
坂
上
結
希
氏
、
会
計
に
渡

部
恵
太
朗
氏
と
事
務
局
代
表
に
滝

沢
俊
一
（
１０４
回
）
が
再
選
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
後
は
瀬
野
正
英
氏
（
７７
回
）

か
ら
『
青
山
剣
友
会
と
新
潟
高
校
剣

総
会

　

令
和
元
年
８
月
１２
日
、
令
和
元
年

度
総
会
が
新
潟
市
の
白
山
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
は
平
成
３０
年
度
決
算
報
告
と

役
員
改
選
で
す
。
平
成
３０
年
度
会
計

報
告
で
は
、
会
計
係
の
渡
部
恵
太
朗

氏
（
１１２
回
）
か
ら
決
算
報
告
が
あ
り
、

続
い
て
会
計
監
査
の
坂
上
結
希
氏

道
部　

強
者
の
１
３
０
年
』
と
い
う

演
目
で
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講

演
会
で
は
、
開
学
か
ら
終
戦
ま
で
の

青
山
剣
友
会
の
歴
史
を
、
諸
先
輩
方

の
貴
重
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
大
学
生
の

出
席
数
も
多
く
、
幅
広
い
世
代
間
で

の
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
最
後

に
、
剣
友
会
応
援
団
長
の
宗
村
信
明

氏
（
８８
回
）
の
応
援
指
導
で
様
々
な

応
援
歌
の
ご
披
露
と
、
丈
夫
の
斉
唱

が
行
わ
れ
、
副
会
長
の
町
田
一
越
氏

の
ご
あ
い
さ
つ
に
よ
り
盛
会
の
う
ち

に
締
め
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
午
前
中
、
Ｏ
Ｂ
・
母

校
現
役
剣
道
部
員
に
よ
る
合
同
稽
古

が
新
潟
高
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
初
参
加
の
方
も
多
く
、

総
勢
５２
名
に
よ
る
気
合
の
入
っ
た
稽

古
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

新
年
会

　

令
和
２
年
１
月
２
日
、
新
年
会
が

新
潟
市
の
イ
タ
リ
ア
軒
に
て
開
催
さ

れ
、
２３
名
の
会
員
が
集
い
、
和
や
か

に
新
年
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
同
日

午
前
中
に
母
校
新
道
場
で
行
わ
れ
た

新
年
初
稽
古
会
は
、
多
く
の
参
加
を

い
た
だ
き
、
総
勢
６０
名
の
現
役
生
・

Ｏ
Ｂ
が
寒
い
中
、
気
合
い
と
熱
の
こ

も
っ
た
稽
古
を
行
い
ま
し
た
。

母
校
剣
道
部
と
Ｏ
Ｂ
の
合
同
稽
古
会

　

毎
月
１
回
、
新
潟
高
校
剣
道
場
に

て
現
役
生
・
Ｏ
Ｂ
を
始
め
一
般
の
参

加
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

葦
原
剣
友
会
と
の
Ｏ
Ｂ
合
同
稽
古
会

　

令
和
２
年
２
月
８
日
（
土
）
新
潟

商
業
高
校
剣
道
場
に
て
、
青
山
剣
友

会
と
葦
原
剣
友
会
と
の
Ｏ
Ｂ
合
同
稽

古
会
が
復
活
い
た
し
ま
し
た
。
今
後

も
年
に
一
度
実
施
予
定
で
、
次
回
は

新
潟
高
校
剣
道
場
に
て
開
催
い
た
し

ま
す
。
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青
山
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
報
告

関
川
　
貴
大
（
119
回
）　
　
　
’11
卒

ラ
グ
ビ
ー
の
無
い
春小林

　
正
人
（
96
回
）　
　
　
’88
卒

ボ
ー
ト
部
Ｏ
Ｂ
会　

青
山
艇
友
会

�

「A
m

bitious!

」
制
作
秘
話
を
聞
く

神
林
　
正
浩
（
89
回
）　
　
　
’81
卒

　
「
青
山
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
」

は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
卒
業
生
で
構

成
さ
れ
、
現
役
生
の
支
援
や
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
同
士
の
交
流
を
中
心
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
８
月
１４
日
に
総
会
と
同
時
開

催
さ
れ
る
の
が
、「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

を
楽
し
む
会
」
で
す
。
新
潟
高
校
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
お
借
り
し
、
新
潟

県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
各
地
か
ら

　

昨
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
お
け

る
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
躍
進
に
よ

り
、
空
前
の
ラ
グ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
巻

き
起
こ
り
、
そ
れ
を
背
景
に
今
年
の

新
入
部
員
の
大
幅
な
獲
得
を
期
待
で

き
る
土
壌
が
で
き
、
ラ
グ
ビ
ー
と
い

う
ス
ポ
ー
ツ
に
追
い
風
が
吹
い
て
い

る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
三
膳
新
会
長
の
も
と
「
青

山
ラ
ガ
ー
ク
ラ
ブ
」（
Ｏ
Ｂ
会
）
も

新
体
制
に
な
り
、
Ｏ
Ｂ
会
旗
も
新
た

に
作
成
し
、
新
年
会
に
て
お
披
露
目

し
現
役
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を

更
に
手
厚
く
し
て
い
こ
う
と
決
意
し

た
矢
先
で
し
た
。

　

登
校
制
限
の
も
と
、
学
校
生
活
が

様
変
わ
り
し
て
お
り
殆
ど
の
部
活
動

が
行
え
な
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
部
は
伝
統
的
に
、
合
格
発

表
の
際
に
胴
上
げ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
ち
ら
も
中
止
と
な
り
、
部
活
動
も

自
粛
し
て
お
り
４
・
５
月
で
は
１
回

の
練
習
し
か
行
え
て
い
な
い
状
況

で
す
。

　

又
、
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
中
に
は
新
潟
商
業
高
校
の
校
舎
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
完
成
記
念
と
し
て
、

現
役
・
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
対
抗
戦
の
企
画

も
持
ち
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

濃
厚
接
触
を
基
本
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ

　

昨
年
６
月
に
Ｕ
Ｘ
新
潟
テ
レ
ビ
２１

で
「Am

bitious!

信
ジ
ル
コ
ト
イ

ツ
カ
新
潟
高
等
学
校
漕
艇
部
」
が
放

送
さ
れ
た
。
こ
の
番
組
は
毎
回
県
内

の
高
校
生
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
部

活
動
を
紹
介
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
青
山
艇
友
会

の
渡
辺
研
二
会
長
（
７５
回
）
が
こ
の

回
の
制
作
に
協
力
し
た
。

　

こ
れ
を
聞
い
た
８９
回
漕
艇
部
の
井

上
聡
、
神
田
稔
、
小
職
の
３
人
は
、

番
組
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
同
期
の
中

野
尚
文
さ
ん
（
８９
回
）
に
お
願
い
し
、

渡
辺
会
長
も
交
え
た
な
か
で
制
作
秘

話
を
伺
っ
た
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
て
い
た
時
期
だ
っ
た
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
お
こ
な
っ
た
。

■
新
潟
高
校
漕
艇
部
を
選
ん
だ
理
由
は
？

　
「
漕
艇
部
は
剣
道
部
と
と
も
に
県

内
最
古
の
部
だ
と
思
っ
た
か
ら
。

ち
ょ
う
ど
春
合
宿
の
時
期
で
他
校
の

撮
影
も
集
中
し
て
い
て
人
手
が
足
ら

ず
、『
新
潟
高
校
は
僕
が
や
ろ
う
』

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
同
期
の
神

田
君
が
漕
艇
部
だ
っ
た
の
で
、
当
時

ボ
ー
ト
小
屋
か
ら
信
濃
川
へ
練
習
に

出
て
い
た
の
は
知
っ
て
い
た
。」

■
制
作
し
た
感
想
は
？

　
「
新
潟
高
校
の
生
徒
は
素
直
で
純

集
ま
っ
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
現
役
生
も

交
え
た
交
流
試
合
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
も
、
多
く
の
方
が

本
会
に
駆
け
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

交
流
試
合
は
真
剣
そ
の
も
の
で
、
会

心
の
シ
ョ
ッ
ト
に
喜
び
、
試
合
の
結

果
に
一
喜
一
憂
す
る
の
は
現
役
時
代

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
ば
ら
く
ボ
ー

ル
を
打
っ
て
い
な
く
て
も
、
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
程
度
で
当
時
の
感
覚

を
取
り
戻
す
方
が
多
く
、
近
年
は
大

き
な
怪
我
も
無
い
こ
と
か
ら
（
翌
日

以
降
の
筋
肉
痛
は
除
く
）、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
も

ふ
さ
わ
し
い
競
技
で
あ
る
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

　

試
合
の
時
間
以
外
も
、
参
加
者
同

士
で
当
時
を
思
い
出
し
た
り
、
現
在

の
生
活
や
仕
事
に
つ
い
て
語
り
合
っ

た
り
し
て
い
る
様
子
を
見
る
と
、「
そ

こ
に
行
け
ば
懐
か
し
い
顔
に
会
え
る
」

場
所
と
し
て
歴
史
が
積
み
重
ね
ら
れ

て
き
た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
現
役

生
に
と
っ
て
も
、
の
び
の
び
と
し
た

試
合
を
展
開
す
る
我
々
の
プ
レ
ー
や

ア
ド
バ
イ
ス
が
、
多
少
な
り
と
も
参

考
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

夜
は
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

や
は
り
同
じ
場
所
で
同
じ
経
験
を
し

た
同
士
、
高
校
時
代
の
思
い
出
話
が

多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
個
人
と

し
て
は
、
当
日
の
交
流
を
き
っ
か
け

に
、
近
い
世
代
の
方
た
ち
と
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
す
る
機

会
が
増
え
ま
し
た
。
健
康
面
で
も
、

仕
事
面
で
も
、
と
て
も
良
い
刺
激
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て

は
、
コ
ー
ト
整
備
を
中
心
に
現
役
の

生
徒
・
先
生
方
の
ご
協
力
を
頂
い
て

い
ま
す
。
毎
年
、
朝
早
く
か
ら
準
備

し
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
運
営
に
携
わ
っ

て
来
ら
れ
た
先
輩
諸
氏
に
も
、
こ
の

場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
、
幅
広
い
世
代
が
気
軽
に
集

ま
れ
る
こ
の
素
晴
ら
し
い
会
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

粋
で
本
当
に
い
い
子
達
だ
っ
た
。
カ

メ
ラ
が
近
づ
い
て
も
気
に
し
な
い
し
、

誰
に
聞
い
て
も
き
ち
ん
と
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
対
応
で
き
る
。」（
例
え
ば
、

３
年
生
の
Ｋ
選
手
は
番
組
の
中
で
こ

の
よ
う
に
回
答
を
し
て
い
る
。「
思

い
っ
き
り
３
年
間
“
ガ
ッ
”
と
、
ひ

と
つ
の
こ
と
に
夢
中
に
な
れ
た
こ
と

が
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
今
後

も
、
い
ろ
ん
な
人
に
助
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
生
き
て
い
き

た
い
で
す
。」）

■
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
？

　
「
ボ
ー
ト
を
片
づ
け
る
時
、
雫
ひ

と
つ
落
ち
て
い
な
い
。
そ
れ
く
ら
い

丁
寧
に
布
で
拭
き
あ
げ
て
い
る
。
先

輩
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
ボ
ー
ト
を

大
切
に
扱
う
と
い
う
意
識
が
徹
底
さ

れ
て
い
る
と
思
っ
た
。」

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
野
尚

文
さ
ん
（
写
真
上
段
左
）
に
は
、
文

武
両
道
で
近
年
目
覚
ま
し
い
成
績
を

残
し
て
い
る
漕
艇
部
に
密
着
し
、
す

ば
ら
し
い
番
組
を
制
作
し
て
く
れ
た

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
青
山
艇
友
会
メ
ン
バ
ー
が
こ

の
番
組
を
見
て
嬉
し
く
思
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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青
山
墨
友
会
活
動
報
告

小
川
和
恵
先
生
社
中
展「
和
み
書
道
教
室 

作
品
展
」見
学
レ
ポ
ー
ト

伊
豆
名
　
皓
美
（
113
回
）　
　
　
’05
卒

　

小
川
和
恵
先
生
（
１０１
回
・
元
非
常

勤
講
師
）
が
主
宰
さ
れ
て
い
る
「
和

み
書
道
教
室
」
の
初
め
て
の
社
中
展

が
、
令
和
元
年
６
月
２０
日
（
木
）
～

２３
日
（
日
）
ま
で
、
西
新
潟
市
民
会

館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
吉
田
丈

夫
会
長
（
１１２
回
）
ら
墨
友
会
会
員
も

会
場
に
駆
け
つ
け
、
会
員
同
士
が
顔

を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
感
想
な
ど

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

小
川
和
恵
先
生
は
、
新
潟
市
内
の

女
池
と
み
ず
き
野
で
書
道
教
室
を
開

い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
展
覧
会
場

に
は
、
教
室
の
生
徒
さ
ん
３３
人
（
う
ち
、

子
ど
も
１１
人
）
の
壁
面
作
品
や
机
上

作
品
な
ど
、
合
計
約
１
０
０
点
の
作

品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
生
徒
の

で
あ
る
ラ
グ
ビ
ー
は
行
え
ず
、
そ
ち

ら
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
状
況
下
で
、
Ｏ
Ｂ
会
と

し
て
現
役
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て

何
を
行
え
る
の
か
？

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
の

状
況
下
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
モ
ー

ト
の
活
用
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
当
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
も
、
以

前
よ
り
話
題
に
は
上
が
っ
て
お
っ
た

の
で
す
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
よ
る

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
本
格
的
に
検
討
し

よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・FaceBook

等
を
開
設
し
、

現
役
の
活
動
状
況
報
告
、
Ｏ
Ｂ
会
向

け
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
構
想
段
階
で
あ
り
、
開

設
時
期
を
現
段
階
で
は
明
言
で
き
ま

せ
ん
が
、
次
回
の
同
窓
会
報
に
は
報

告
で
き
る
よ
う
に
、
出
来
る
限
り
早

い
段
階
で
の
実
現
に
向
け
準
備
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

折
角
の
ラ
グ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
一
過

性
に
終
わ
る
事
無
く
、
早
く
現
役
生

徒
が
活
動
で
き
る
環
境
が
戻
る
事
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
１
年
以
上
前
か
ら
日
々
の

お
稽
古
で
研
鑽
を
重
ね
つ
つ
展
覧
会
に

向
け
て
作
品
を
準
備
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

会
場
の
作
品
を
拝
見
し
て
、
書
家

と
し
て
活
躍
さ
れ
、
特
に
か
な
を
研

究
さ
れ
て
い
る
和
恵
先
生
の
専
門
性

が
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
っ
て
い

る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
充
実
し

た
線
質
や
文
字
の
結
体
の
確
か
さ

は
、
丹
念
な
古
筆
臨
書
が
土
台
に
あ

る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の

生
徒
は
か
な
だ
け
で
な
く
漢
字
の
古

典
臨
書
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
伺

い
、
皆
さ
ん
の
熱
意
に
驚
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
漢
字
と
か
な
の
古
典
の
臨

書
を
通
し
て
線
質
と
観
察
力
を
鍛
え

て
い
る
か
ら
こ
そ
の
完
成
度
の
高
い

作
品
に
納
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
作
品
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
生
徒

の
皆
さ
ん
が
自
分
の
言
葉
で
題
材
選

び
の
こ
だ
わ
り
を
説
明
し
た
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
普
段

か
ら
筆
を
持
つ
こ
と
を
楽
し
み
な
が

ら
お
稽
古
を
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
和
恵
先
生
が
常

に
基
本
を
大
切
に
し
つ
つ
書
を
楽
し

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
姿
勢
を
、
生
徒

の
皆
さ
ん
が
よ
く
ご
覧
に
な
っ
て
い

る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

鑑
賞
者
が
社
中
展
に
足
を
運
ぶ
と
、

作
品
を
鑑
賞
す
る
楽
し
み
の
ほ
か
に
、

教
室
主
宰
者
の
教
育
者
と
し
て
の
こ

だ
わ
り
を
感
じ
ら
れ
る
楽
し
み
も
あ

り
ま
す
。「
和
み
書
道
教
室 

作
品
展
」

で
は
、
和
恵
先
生
が
書
の
技
術
の
み

な
ら
ず
、
お
稽
古
の
過
程
や
、
書
の

歴
史
や
題
材
、
表
装
と
い
っ
た
書
を

取
り
巻
く
文
化
を
伝
え
る
こ
と
を
大

切
に
、
教
室
を
主
宰
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

５
月
３１
日
に
開
催
予
定
で
し
た
第

４９
回
青
山
ゴ
ル
フ
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　
“
ゴ
ル
フ
は
三
密
に
当
た
ら
な
い
、

風
呂
を
使
用
し
な
け
れ
ば
大
丈

夫
！
”
と
い
う
ゴ
ル
フ
安
全
神
話
が

巷
に
流
れ
、
結
果
的
に
は
新
潟
県
の

非
常
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
て
い
た

タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
が
、
万
が
一
の

こ
と
を
考
え
断
念
い
た
し
ま
し
た
。

楽
し
み
に
し
て
い
た
皆
様
、
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

青
山
ゴ
ル
フ
会
は
年
２
回
、
春
と

秋
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
春
実
施

で
き
て
い
れ
ば
、
秋
に
は
記
念
す
べ

き
５０
回
を
迎
え
て
い
た
歴
史
あ
る
大

会
で
す
。
最
近
の
参
加
者
は
一
時
よ

り
減
り
、
人
数
は
２５
～
３０
名
程
度
で

す
が
、
幅
広
い
世
代
の
校
友
が
参
加

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

１００
回
以
降
の
校
友
の
参
加
が
増
え
て

き
て
お
り
、
第
４６
回
大
会
で
は
、
最

年
長
が
６１
回
、
最
年
少
が
１２１
回
と
実

に
６０
年
の
差
！
と
言
っ
て
も
、
上
位

を
若
手
が
占
め
る
わ
け
で
は
な
い
と

言
う
の
が
ゴ
ル
フ
の
奥
深
さ
。
当
日

夜
に
は
表
彰
式
兼
懇
親
会
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
近
年
そ
こ
で
賜
杯
を
受
け

取
っ
て
い
る
の
は
６０
～
８０
回
代
の

み
。
昼
に
夜
に
先
輩
諸
兄
姉
の
お
元

気
さ
に
毎
度
敬
服
さ
せ
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
是
非
若
い
方
々
も
奮
っ
て

ご
参
戦
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

青
山
ゴ
ル
フ
会
は
、
こ
の
よ
う
に

世
代
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
コ
ア
も
問
い

ま
せ
ん
。
１
５
０
で
も
２
０
０
で
も

大
丈
夫
で
す
。
参
加
資
格
は
唯
一
、

青
山
同
窓
生
で
あ
る
こ
と
の
み
。
同

窓
会
公
式
コ
ン
ペ
と
い
う
と
敷
居
を

感
じ
て
し
ま
う
方
も
い
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
是
非
一
度
参
加
し
て
み

て
、
雰
囲
気
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
あ
と
は
景
品
を
ご
提
供
く
だ
さ

る
企
業
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

第
４９
回
大
会　

１０
月
２５
日
（
日
）

会　

場
／
紫
雲
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

事
務
局
／‌�

Ｂ
Ｓ
Ｎ
新
潟
放
送
内�

荒
城
（
あ
ら
き
）

℡
０
２
５
―２
６
７
―４
１
１
１

青
山
烏
鷺
の
会
令
和
２
年
度
ご
案
内

齋
藤
　
繁
夫
（
77
回
）　
　
　
’69
卒

名
称　

青
山
烏う

鷺ろ

の
会

　

青
山
同
窓
生
と
在
校
生
（
特
に
囲

碁
部
員
大
歓
迎
。
部
員
で
な
く
て
も

構
い
ま
せ
ん
）、
現
・
旧
職
員
と
で
、

年
に
２
回
、
囲
碁
を
楽
し
む
会
で
す
。

　

元
県
名
人
と
い
っ
た
高
段
者
か
ら

１０
級
ま
で
様
々
な
力
量
の
会
員
が
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
推
薦
に
よ
り
、
前
述
の
会

員
条
件
に
該
当
し
な
い
方
も
入
会
で

き
ま
す
。
後
述
の
事
務
局
ま
で
、
ご

連
絡
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

参
加
資
格
は
同
窓
で
あ
る
こ
と
の
み
！
青
山
ゴ
ル
フ
会

品
田
　
泰
（
101
回
）　
　
　
’93
卒

同　

好　

会　

報　

告
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入
会
費
・
年
会
費
無
料
で
す
。

会
長　

小
林
啓
志
（
６６
回
）

会
員
数　

現
在
４０
人　

会
員
募
集
中

今
年
度
例
会

前
期　

‌�

例
年
８
月
に
開
催
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
年
度
は
ウ
イ
ル

ス
対
応
の
た
め
中
止
と
し

ま
す
。

後
期　

令
和
３
年
２
月
１１
日 

（
木
）

＊　

ウ
イ
ル
ス
の
終
息
状
況
に
よ
り
、

中
止
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

同
窓
会
報
「
青
山
」
の
１
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
場　

じ
ょ
い
あ
す
新
潟
会
館

　
　
　
（
中
央
区
幸
西
３
︱
３
︱
１
）

会
費
と
日
程

　

烏
鷺
の
会　

昼
食
付
き
二
千
円

　
　
　
　
　
　
（
在
校
生
は
千
円
）

　
　

１０
時
～
１５
時
半  

４
局
対
局

＊　

順
位
に
応
じ
て
対
局
者
全
員
に

も
れ
な
く
日
本
棋
院
グ
ッ
ズ
（
棋
士

揮
毫
扇
子
・
採
譜
用
紙
・
日
本
棋
院

２
色
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
詰
め
碁
の
小
冊

子
な
ど
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

懇
親
会　
　

飲
み
放
題
四
千
円

　
　

１５
時
半
～
１７
時
半

＊　

片
方
の
み
（
烏
鷺
の
会
だ
け
、

懇
親
会
だ
け
）
の
参
加
も
可
能
で
す
。

令
和
元
年
度
成
績
上
位
者

前
期　

元
年
８
月
１０
日
（
土
）

【
青
山
の
部
】

　

優
勝　
　

木
野
井　

彰（
７４
回
）

　

準
優
勝　

三
浦　

崇
仁
（
２
年
生
）

　

三
位　
　

根
津　

慶
幸
（
旧
職
員
）

【
青
陵
の
部
】

　

優
勝　
　

磯
貝　

四
郎
（
旧
職
員
）

　

準
優
勝　

西
脇　

友
哉（
１０１
回
）

　

三
位　
　

中
野　

祥
孝（
１０２
回
）

後
期　

２
年
２
月
１５
日
（
土
）

　

優
勝　
　

木
野
井　

彰（
７４
回
）

　

準
優
勝　

田
原　

誠
一
（
旧
職
員
）

　

三
位　
　

高
橋　

正
博（
７６
回
）

連
絡
先

　

０
２
５
（
３
８
６
）
１
５
６
０

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用

　

青
山
烏
鷺
の
会
事
務
局

　

齋
藤
繁
夫　
（
旧
職
員
・
７７
回
）

　

入
会
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＜令和２年度入試概況＞
　センター試験最終年となった令和２年度大学入
試では、新しく導入される大学入学共通テストへ
の対応に不安を持つ生徒が多かったため、全国的
に「超安全志向」となりました。その結果令和２
年度入試は国公立大学の出願者数が前年度比
96％と大きく減少する中での入試となりました。
一方で難関大に対する出願者数の減少幅は小さく、
東京大では出願者数が前年度比100%となるなど、
今春も「難関大志向」の傾向は継続しました。
　今年度のセンター試験は、数学ⅡＢや英語など
大幅に難化した科目の影響で、５教科７科目の平
均点は７年ぶりに前年より大きく減少しました。
さらに難化でセンター試験の点が伸びなかったこ
とを失敗したと感じた生徒が多く、慎重に出願校
を検討する傾向が見られました。
　系統別志願状況では、ここ数年続いていた文系
学部の人気は落ち着きを見せ、ＡＩの発展により
理・工学部や文理問わず情報系学部学科の人気が
高い傾向が見られました。
　私立大学入試においてはここ数年続いている「入
学定員の厳格化」の影響で大都市圏の私立大学の
難化は継続し、その分地方の私立大への出願者数
も増加しています。また大都市圏の私立大学入試
も変化してきており、難関私大では単なる知識量
ではなく、深い理解をしているかが合否を分ける
傾向になっています。
＜令和２年３月卒業生の進路状況＞
　全体としては超安全志向となった今春の入試でし
たが、本校生徒に対しては目先の変化に左右される
のではなく、１度しかない自分の人生を見通し、ど
う社会貢献していくのかを考慮した上で、打算的に
ならず己の意志をしっかりと持ってほしい、と指導
してきました。そのため、本校生徒は安易に志望を
下げず第一志望を堅持するかわりに、併願校を増や
して受験に臨む様子が多く見られました。そのよう

な状況でも本校生徒の前期試験合格率は４割を超え
大学進学率は70.0%と数年ぶりに７割を超えるなど、
生徒自身の進路実現に向けて最大限頑張りました。
　大学別に見てみると、難関大（東大・京大・一橋大・
東工大・旧帝大および国公立大医学部医学科）合格
者は67名おり、全卒業生の２割弱を占めています。
東京大の合格者は現役３名（既卒７名）で、内訳は
文三１名、理一２名でした。また東北大の合格者は
現役18名（既卒13名）でしたが、近年東北大の人
気が高まり、首都圏を中心に志願者増である影響で
難化傾向となっています。
　国公立大医学科の現役合格者数は26名（既卒19名）
で昨年度よりも７名増加しました。特に新潟大医学
科は今年度より地域枠が５名増加した（つまり県内
受験生の合格枠が５人分増えた）こともあり、本校
の現役合格者は計16名（既卒は７名）となりました。
前述のとおり全体的には生徒が高い意識を持って

最後まで頑張ったことで奏功したケースが多かった
と考えています。しかし思うような結果を残せなかっ
た生徒も少なからずおります。それらの中には捲土
重来を期し準備している生徒もおりますが、新型コ
ロナウイルス感染症の影響で予備校等もオンライン
授業となっていることが多く、実力の伸びを感じにく
かったり、辛い時に励ましあう相手がいなかったりと
例年以上に苦労しているようです。そのため浪人し
ている生徒には「ますらお通信」を送って激励や情
報提供を行いながら引き続き支援してまいります。
＜最後に＞
　今年度から大学入学共通テストが導入され大き
く入試が変わるなかで、新型コロナウイルス感染
症の影響を受け、生徒達は苦しい状況下で頑張り
が試されます。新潟高校として生徒の進路希望達
成に向けて最大限の努力をする所存ですので、青
山同窓会の皆様方からも引き続きご支援ご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

　令和２年度入試結果　
進路指導部長　稲又　晋矢（99 回） 　　’91卒

母　校　は　今
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国公立大学

大学名 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和２年
北 海 道 大 9 14 6 7 10 7 12 5
旭川医科大 0 0 0 0 0 0 0
東 北 大 18 31 21 30 16 24 19 18
秋 田 大 2 4 1 2 3 3 3 3
山 形 大 6 1 2 4 2 4 3 3
筑 波 大 2 15 4 6 3 8 7 9
埼 玉 大 0 1 2 2 0 3 4 1
千 葉 大 7 8 5 7 5 5 5 6
東 京 大 8 12 7 11 3 11 8 3
東京外国語大 2 6 1 3 1 5 2 2
東京学芸大 5 4 2 3 0 3 8 5
東京工業大 3 0 1 1 3 1 4 1
東京農工大 1 2 1 2 1 1 2
お茶の水女子大 2 3 3 6 1 1 1 1
電気通信大 0 3 1 1 2
一 橋 大 2 3 2 2 5 2 3 2
横浜国立大 4 3 6 0 5 4 4 6
新 潟 大 53 53 55 55 49 52 53 63
長岡技術科学大
富 山 大 4 4 1 4 3 4 3 3
金 沢 大 4 8 2 5 7 7 2 10
信 州 大 4 1 1 2 1 2 2 2
静 岡 大 0 0 1
名 古 屋 大 1 2 2 0 1 0 1
京 都 大 3 7 4 3 4 6 4 5
大 阪 大 3 1 3 3 0 2 1 6
神 戸 大 0 1 1 0 1 0 2 1
九 州 大 0 0 1 1 1
東京都立大 0 2 2 1 0 1 6 4
横浜市立大 1 0 2 1 0 3
新潟県立大 7 7 7 13 2 13 10 9
静岡県立大 0 0 0 0 0
大阪府立大 0 1 0
大阪市立大 0 1
そ の 他 13 16 13 14 12 23 9 14
合 計 163 208 155 194 138 196 179 190

私立大学

大学名 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和２年
早 稲 田 大 25 28 18 16 23 13 16 19
慶應義塾大 10 10 7 9 11 15 9 14
明 治 大 32 37 35 18 26 26 22 38
立 教 大 12 13 8 12 12 11 10 22
法 政 大 15 26 12 26 20 13 19 29
青山学院大 8 17 7 9 9 8 1 7
学 習 院 大 3 3 1 1 2 3 0 5
北 里 大 5 1 6 5 6 7 2 6
国 学 院 大 2 1 2 2 3 4 4 2
国際基督教大 2 1 0 5 2 2 1
駒 沢 大 2 7 3 3 1 4 3 4
自治医科大 1 1 0 0 1 3 0 0
上 智 大 9 6 12 8 9 5 6 7
成 蹊 大 4 6 0 1 1 5 1 2
成 城 大 2 1 1 2 0 2 1
専 修 大 2 4 2 2 2 4 2 4
玉 川 大 2 2 0 0 1
中 央 大 31 42 15 43 33 31 40 40
津 田 塾 大 6 13 4 4 5 4 1 4
東 海 大 3 3 2 3 3 0 6
東京農業大 3 6 10 5 5 10 8 20
東京理科大 14 17 13 10 16 15 9 24
東京薬科大 2 3 1 0 1
東京女子大 5 2 2 7 4 5 3
東 邦 大 3 1 1 2 1 1
日 本 大 12 12 4 19 6 5 5 7
日本女子大 2 4 4 3 4 3 1 4
明治学院大 2 2 5 5 1 2 1 2
文 教 大 1 4 0 3 1 1 4 0
神 奈 川 大 1 3 1 3 0 1 1 2
新潟薬科大 8 7 10 6 4 5 4
同 志 社 大 7 7 3 10 7 6 7 11
立 命 館 大 9 12 13 14 13 12 8 25
関西学院大 0 2 0 2 1 0 1 3
そ の 他 59 59 40 68 59 43 45 78
合 計 302 360 242 328 286 272 231 396

主な大学合格者数（現役合格者延べ数）

　

４
月
１５
日
か
ら
５
月
３１
日
ま
で
臨

時
休
業
に
な
り
ま
し
た
。

　

例
年
行
わ
れ
て
い
る
「
応
援
歌
練

習
」
は
中
止
に
な
り
、
部
活
動
登
録

も
６
月
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
部

活
動
の
大
会
で
は
、
春
季
地
区
大
会
、

県
総
体
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
、
す
べ

て
の
競
技
に
お
い
て
中
止
と
な
り
、

「
青
陵
祭
」
も
様
々
に
検
討
を
重
ね

ま
し
た
が
、
県
か
ら
の
通
知
も
あ
り
、

「
３
密
」
を
避
け
て
の
準
備
・
実
施

は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
残
念
な
が

ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
教
育

実
習
は
延
期
し
８
月
２４
日
（
月
）
か

ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

休
業
期
間
中
、
生
徒
は
週
１
回
程

度
メ
ー
ル
で
担
任
に
連
絡
す
る
こ
と

と
し
、
健
康
状
態
と
学
習
の
進
捗
状

況
を
報
告
し
質
問
や
簡
単
な
相
談
等

を
行
い
ま
し
た
。
５
月
１１
日
か
ら
は

学
年
別
に
週
１
回
ず
つ
の
分
散
登
校

と
し
、
さ
ら
に
そ
の
登
校
日
も
、
午

前
奇
数
ク
ラ
ス
、
午
後
偶
数
ク
ラ
ス

に
分
け
、
１
時
間
ず
つ
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
、

そ
の
後
希
望
者
対
象
に
課
題
指
導
教

室
を
行
い
ま
し
た
。
２１
日
か
ら
３１
日

ま
で
は
一
部
休
業
と
な
り
、
ク
ラ
ス

を
半
分
に
分
け
２
日
に
１
回
２０
人
ず

つ
登
校
す
る
分
散
登
校
の
形
を
取

り
、
授
業
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
生

徒
は
昼
食
も
一
方
向
を
向
い
て
取
る

な
ど
予
防
に
配
慮
し
た
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

授
業
時
数
が
確
保
さ
れ
な
い
こ
と

か
ら
今
年
は
夏
休
み
を
縮
減
し
て
８

月
６
日
ま
で
授
業
を
行
い
８
月
２４
日

か
ら
再
開
す
る
予
定
で
す
。

　

例
年
行
わ
れ
て
い
る
行
事
が
次
々

に
中
止
と
な
る
の
は
心
苦
し
い
限
り

で
す
が
、
こ
の
状
況
下
で
ま
ず
は
失

わ
れ
た
２
ヶ
月
分
の
授
業
を
少
し
で

も
回
復
す
べ
く
、
授
業
優
先
で
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
状

況
に
よ
り
今
後
も
変
更
が
予
想
さ
れ

ま
す
。（
５
月
２２
日
現
在
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
る
母
校
の
状
況
に
つ
い
て

�

（
佐
渡
中
等
教
育
学
校
）

〃
　
　
近
　
　
優
子�

（
五
泉
高
校
）

〃
　
　
今
井
　
伸
行�

（
新
潟
商
業
高
校
）

〃
　
　
西
脇
　
友
哉�（
新
潟
東
高
校
）

〃
　
　
渡
辺
　
　
亨

�

（
村
上
中
等
教
育
学
校
）

〃
　
　
山
上
　
達
郎�

（
三
条
高
校
）

〃
　
　
田
平
　
力
也�

（
新
井
高
校
）

〃
　
　
川
村
　
欣
誠�

（
新
潟
工
業
高
校
）

〃
　
　
五
十
嵐
一
峰�

（
加
茂
高
校
）

〃
　
　
石
野
比
羽
子�

（
国
際
情
報
高
校
）

非
常
勤
講
師
　
西
沢
　
　
稔（
新
規
）

養
護
教
員
　
柾
木
　
千
夏
（
新
規
）

事
務
補
助
　
川
崎
　
正
敏

�

（
4
月
末
ま
で
）

〈
退
職
　
転
出
　（
転
出
先
）〉

教
頭
　
夏
見
　
康
彦�

（
長
岡
向
陵
高
校
）

教
諭
　
本
間
　
和
代�（
新
発
田
高
校
）

〃
　
　
丸
山
　
敦
子

�

（
村
上
中
等
教
育
学
校
）

〃
　
　
渡
辺
新
太
郎�（
六
日
町
高
校
）

〃
　
　
齋
藤
　
達
也

�

（
高
等
学
校
教
育
課
指
導
主
事
）

〃
　
　
西
村
　
健
一

�

（
三
条
東
高
校
　
教
頭
）

〃
　
　
渡
邊
　
篤
史�

（
国
際
情
報
高
校
）

〃
　
　
小
熊
　
好
弘�

（
新
発
田
南
高
校
）

〃
　
　
北
畑
雄
一
郎

�

（
知
事
部
局
福
祉
保
健
部
　
医
師
・

�

看
護
職
員
確
保
対
策
課
主
任
）

〃
　
　
小
川
　
貴
史�

（
荒
川
高
校
）

〃
　
　
品
澤
　
志
保�

（
新
発
田
南
高
校
）

常
任
講
師
　
小
宮
山
拓
実

�

（
新
潟
江
南
高
校
）

非
常
勤
講
師
　
外
山
　
正
和

�

（
任
期
満
了
）

〈
転
入
（
前
所
属
）〉

教
頭
　
松
井
　
武
文�

（
有
恒
高
校
）

教
諭
　
加
藤
裕
美
子

�

（
新
発
田
商
業
高
校
）

〃
　
　
帆
苅
　
智
子

職
員
の
異
動　

�

令
和
２
年
４
月

＊空白は未受験、０は合格者０
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表
紙
題
字
：
小
川　

和
恵
（
101
回
）

イ
ラ
ス
ト
…
池
主　

憲
夫
（
68
回
）

「青山同窓会報」は
同窓会ホームペー
ジにも掲載してい
ます。バックナン
バーとして今後も
掲載していきます。

　

原
稿
の
字
数
は
８
０
０
字
か
ら

１
，０
０
０
字
の
間
で
書
い
て
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
１
，０
０
０

字
以
上
で
す
と
紙
面
の
関
係
で
載
せ

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
原
稿

に
つ
い
て
は
掲
載
時
期
や
紙
面
制
限

の
関
係
で
、
字
句
文
章
の
修
正
、
割

愛
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

会
報
へ
寄
稿
さ
れ
る
方
へ

　

同
期
会
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
是

非
、
会
費
納
入
者
の
拡
大
に
ご
協
力

下
さ
い
。
早
め
に
、
開
催
の
期
日
を
連

絡
頂
け
れ
ば
、
事
務
局
で
、
同
窓
会
報
・

会
費
納
入
の
お
願
い
・
振
込
用
紙
そ

し
て
Ａ
４
サ
イ
ズ
が
入
る
角
２
の
同
窓

会
封
筒
を
人
数
分
用
意
し
て
お
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

同
期
会
を
開
催
さ
れ
る
期
の

幹
事
の
方
へ
お
願
い

全日制
52回Ｓ20年
齋　藤　泰五郎

渡　邊　千　春

53回Ｓ20年
田　崎　国　夫

55回Ｓ22年
伊　藤　健二郎

56回Ｓ23年
目　黒　　　剛

横　山　芳　郎

58回Ｓ25年
加　藤　高　弘

斉　木　利　雄

59回Ｓ26年
長　島　一　郎

藤　由　　　学

60回Ｓ27年
岡　村　嘉　志

髙　橋　栄　明

本　間　一　浩

丸　山　敏　視

山　﨑　賢　隆

61回Ｓ28年
浅　見　昭　夫

伊　藤　英　子

長　沼　雄　峰

浜　口　福　寿

62回Ｓ29年
大　高　康　夫

小　林　政　弘

外　山　　　啓

中　島　　　寛

藤　木　　　茂

嶺　　　國　和

63回Ｓ30年
五十嵐　健　治

五十嵐　房　子

伊　藤　寿　介

倉　品　省　三

計　良　伸　正

瀧　澤　正　元

土　田　浩　平

馬　場　政　説

牧　　　　　壮

牧　野　英　二

山　根　晴　子

64回Ｓ31年
池　浦　慶　次

大　倉　孝　男

太　田　恵　子

田　辺　元　彦

中　村　輝　久

中　山　輝　也

若　槻　晃　一

65回Ｓ32年
髙　木　正　道

滝　澤　敏　郎

村　木　利　夫

66回Ｓ33年
神　田　征　輝

福　山　忠　利

67回Ｓ34年
石　井　幹　男

伊　藤　紀　朗

小　沢　秀　雄

川　崎　昌　彦

北　場　勝　也

桐　生　和　昌

三　堀　　　浩

68回Ｓ35年
河　西　　　厚

神　田　性以智

後　藤　林　八

佐々木　賢　介

関　野　　　敏

田　辺　　　稔

水　上　耕一郎

渡　 　千　艦

69回Ｓ36年
阿　部　治　男

居　城　　　弘

岡　田　尚　子

幸　田　赳　夫

小　林　充　史

矢　川　一　義

吉　野　國　夫

70回Ｓ37年
伊　藤　正　敏

江　口　光　夫

桑　原　和　雄

斉　木　孝　雄

鈴　木　正　俊

三　国　政　勝

鷲　頭　宏　二

渡　辺　允　雄

渡　辺　麗　子

71回Ｓ38年
坂　井　征一郎

佐　藤　礼　子

関　川　正　利

二　宮　武　彦

長谷川　　　守

渡　辺　赫　子

72回Ｓ39年
阿　部　　　勲

伊　藤　美智子

奥　山　　　守

近　藤　　　正

三　林　茂　男

船　岡　信　雄

堀　川　　　武

渡　辺　一　重

73回Ｓ40年
大　原　敏　廣

尾　口　　　基

佐　藤　敏　郎

佐　野　重　雄

關　野　弘　賢

田　辺　研　吉

74回Ｓ41年
石　原　法　子

河　原　一　彦

佐　藤　春　雄

鈴　木　勝　紀

高　木　　　顕

渡　辺　弘　美

75回Ｓ42年
小　出　公　平

斎　藤　謙　二

鈴　木　広　志

田　辺　英　志

吉　川　恵　次

76回Ｓ43年
大　山　哲　司

鈴　木　隆　雄

根　津　則　子

77回Ｓ44年
安　達　文　夫

井　上　博　夫

桑　原　彰　子

佐　藤　寿　一

高　橋　康　一

枡　山　健　一

78回Ｓ45年
今　井　高　二

児　玉　英　樹

松　田　由紀夫

水　野　　　亨

吉　川　康　三

79回Ｓ46年
倉　田　由　美

三　膳　惣　一

鈴　木　正　昭

丸　山　直　昌

三　保　恵美子

80回Ｓ47年
安　住　利恵子

佐々木　綾　子

中　山　　　真

長谷川　祐　一

森　岡　一　彦

81回Ｓ48年
五十嵐　　　修

髙　橋　知　子

武　田　正　之

玉　木　勝　一

中　西　由　里

長谷川　　　彰

藤　田　弘　一

横　山　　　淳

82回Ｓ49年
荒　川　育　子

池　田　勝　久

大　川　剛　史

小野本　美奈子

駒　井　早　苗

佐　藤　荘　一

志　田　　　弘

早　福　　　弘

伴　田　敦　子

星　野　憲　昭

83回Ｓ50年
阿　部　和　弥

大　塚　芳　彦

菊　池　正　俊

小　沼　進　一

小　林　　　強

高　橋　克　人

町　田　　　昇

村　尾　弘　子

吉　澤　　　篤

吉　田　　　宏

84回Ｓ51年
小　黒　志津江

小　山　芳　明

清　水　　　泉

須　貝　正　浩

鈴　木　紀　夫

松　岡　香　折

山　口　清　一

85回Ｓ52年
阿　部　尚　美

小　林　喜代司

佐　藤　　　康

園　田　裕　久

竹　内　一　彦

津　野　　　徹

遠　山　知　良

登　坂　和　生

庭　野　芳　樹

細　川　晃　二

森　　　知　之

若　林　昌　哉

86回Ｓ53年
阿　部　淳　一

阿　保　聖　子

五十嵐　裕　恒

池　田　昌　夫

右　近　祥治郎

栗　山　敏　昭

鈴　木　正　孝

戸　塚　直　美

丸　山　　　徹

森　屋　　　剛

渡　辺　英美子

渡　邉　智　子

87回Ｓ54年
奥　村　克　彦

神　田　一　浩

長谷部　　　淳

松　本　俊　輔

89回Ｓ56年
栗　間　　　聡

佐　野　義　孝

90回Ｓ57年
勝　山　達　志

齋　藤　道　明

佐　藤　雄一郎

信　太　典　子

田　辺　裕　美

田　辺　靖　貴

坪　井　俊　樹

91回Ｓ58年
五百川　　　裕

佐　藤　弥　生

92回Ｓ59年
丸　山　まさみ

94回Ｓ61年
今　井　　　卓

本　間　涼　子

渡　邉　今日子

95回Ｓ62年
河　原　　　俊

土　田　圭　一

96回Ｓ63年
江　部　則　行

97回Ｈ１年
白　川　裕　章

100回H４年
木ノ下　智　弘

101回H５年
鈴　木　由貴子

増　井　隆　二

104回Ｈ６年
篠　倉　千　恵

105回Ｈ９年
武　田　博　之

110回Ｈ14年
神　田　優　太

富　田　基　史

113回Ｈ17年
長谷川　　　創

波多野　雅　敏

渡　邉　綾　子

115回Ｈ19年
大　森　大　貴

116回Ｈ20年
西　部　由佳莉

119回Ｈ23年
島　垣　朔　歩

120回Ｈ24年
外　山　倫　成

121回Ｈ25年
相　澤　有　香

島　垣　俊　理

124回Ｈ28年
相　澤　知　里

126回Ｈ30年
小　川　紗　季

127回Ｈ31年
大　越　遥　平

佐　藤　菜緒子

渡　邉　拓　真

渡　邊　眞　子

通信制
5回Ｓ38年

喜　多　輝　美

7回Ｓ40年
外　山　悦　子

10回Ｓ43年
木ノ下　健　次

斎　藤　レ　イ

佐　藤　達　夫

12回Ｓ45年
田　辺　辰　次

庭　山　　　実

13回Ｓ46年
吉　沢　利　子

15回Ｓ48年
石　川　富　子

保　苅　幸　子

16回Ｓ49年
梅　田　和　恵

22回Ｓ55年
高　橋　雪　枝

松　原　俊　昭

23回Ｓ56年
片　桐　　　登

中　野　藤　美

27回Ｓ60年
阿　部　幸　一

石　川　孝　子

栗　原　　　隆

29回Ｓ62年
三　浦　美恵子

31回Ｈ１年
田　中　麻紀子

宮　崎　圭　央

33回Ｈ３年
蕪　木　フ　ミ

桑　原　恒　夫

34回Ｈ４年
斎　藤　正　吾

関　川　亮　子

田　中　博　子

38回Ｈ８年
柿　崎　フミ子

41回Ｈ11年
本　間　明　子

42回Ｈ12年
畔　柳　　　圭

令和元年度　青山同窓会会費納入者
（Ｈ 31. ４. １～Ｒ２. ３. 31）

　昨年10月より３月末まで納入いただいた方を掲載しております。昨年４月より９月末まで納入された方は前号に掲載済みです。
　会費を納入していただきますと「青山同窓会報」を毎号お届けいたします。申し訳ありませんが、納入のない方には「会報」
をお送りすることができなくなってしまいます。
年会費　　１口　1,000 円。できるだけ２口以上でお願いいたします。手数料はご負担をお願いします。
振込先　　【郵便振替口座】　00650 － 7－ 4455　青山同窓会
　　　　　【第 四 銀 行】　白山支店　普通口座　5008609　青山同窓会年会費


